
 

令和２年度 技術･家庭科【技術】 １年前期 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 

評 価 規 準 
学習指導要領 

との対応 
生活や技術への関心・意

欲・態度 

生活を工夫し創造する能

力 
生活の技能 

生活や技術についての知

識・理解 

６ 

１技術分野で学ぶこと １ (4，5月は自宅学習課

題で基礎学習を実施)

①学習のつながりを考え

て学ぼう 

     

２技術を見つけよう １ ①さまざまな技術 

②技術ってすばらしい 

・技術が人間の生活を向

上させ，我が国における

産業の継承と発展に影響

を与えていることに気付

き，技術が果たしている

役割について関心を示し

ている。 

・技術が環境問題の原因

と解決に深くかかわって

いることに気付き，技術

の進展と環境との関係に

ついて関心を示している 

   A(1)アイ 

 

３技術とわたしたちの生

活 

 

 

１ ①技術の進展と生活・産

業 

②技術と環境 

③持続可能な社会と共生 

・技術が人間の生活を向

上させ，我が国における

産業の継承と発展に影響

を与えていることに気付

き，技術が果たしている

役割について関心を示し

ている。 

・技術が環境問題の原因

と解決に深くかかわって

いることに気付き，技術

の進展と環境との関係に

ついて関心を示している 

   A(1)アイ 

４学習の見通しをもとう １ ①学習の進め方と作業の

安全 

②技術分野の学習にあた

って 

 

・技術が人間の生活を向

上させ，我が国における

産業の継承と発展に影響

を与えていることに気付

き，技術が果たしている

役割について関心を示し

   A(1)アイ 



ている。 

 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

生物育成に関する技術 

１わたしたちの生活と生

物育成 

２ 

①生物育成とは 

②作物や家畜などの特性

と生物育成に関する技術 

・技術が人間の生活を向

上させ，我が国における

産業の継承と発展に影響

を与えていることに気付

き，技術が果たしている

役割について関心を示し

ている。 

  ・光，大気，温度，水，

土，他の生物などのいろ

いろな環境要因が生物の

成長に与える影響につい

ての知識を身に付けてい

る。 

・生物の育成に適する条

件と，育成環境を管理す

る方法についての知識を

身に付けている。 

A(1)ア 

C(1)ア 

C(2)ア 

２作物の栽培 

 （生物の育成・水産

生物の栽培） 

 

情報活用の技術 

 育成生物の撮影 

画像処理・記録 

７ 

①栽培ごよみ 

②栽培に適した環境 

③土壌の性質と施肥 

④育苗と植えつけ（定植） 

⑤定植後の管理 

⑥収穫の時期と保存 

⑦収穫後の管理 

 

⑧生物の育成に関する技

術 

⑨水産生物の栽培に関す

る技術 

 生物育成の記録に関す

る技術 

・環境に対する負荷の軽

減や安全に配慮して栽培

又は飼育方法を検討しよ

うとしている。 

・新しい発想を生み出し

活用しようとしている。 

・目的とする生物の育成

に必要な条件を明確に

し，社会的，環境的及び

経済的側面などから，種

類，資材，育成期間など

を比較・検討した上で，

目的とする生物の成長に

適した管理作業などを決

定している。 

・成長の変化をとらえ，

育成する生物に応じて適

切に対応を工夫してい

る。 

・計画に基づき，適切な

資材や用具を用いて，合

理的な管理作業ができ

る。 

 

 

・設計に基づき，適切な

ソフトウェアを用いて多

様なメディアを複合し、

表現や発信ができる。 

・適切な方法で育成の観

察と記録をコンピュータ

を利用して情報の処理が

できる。 

・育成する生物の各成長

段階における肥料，飼料

の給与量や方法をはじめ

とした管理作業などにつ

いての知識を身に付けて

いる。 

・育成する動植物に発生

しやすい主な病気や害虫

等とともに，病気や害虫

等に侵されにくい育成方

法や，できるだけ薬品の

使用量を少なくした防除

方法についての知識を身

に付けている。 

A(1)ア 

C(1)ア 

C(2)ア 

９ 
３生物育成に関する技術

の評価・活用 
２ 

①社会・環境とのかかわ

り 

②生物育成に関する技術

とわたしたち 

・生物育成に関する技術

の課題を進んで見付け，

社会的，環境的及び経済

的側面などから比較・検

討しようとするととも

に，適切な解決策を示そ

うとしている。 

・生物育成に関する技術

の課題を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから比較・検討す

るとともに，適切な解決

策を見いだしている。 

 ・生物育成に関する技術

が社会や環境に果たして

いる役割と影響について

理解している。 

A(1)ア 

C(1)ア 

C(2)ア 



令和２年度 技術･家庭科【技術】 １年後期 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 

評 価 規 準 
学習指導要領 

との対応 
生活や技術への関心・意

欲・態度 

生活を工夫し創造する能

力 
生活の技能 

生活や技術についての知

識・理解 

10 

Ａ 材料と加工に関する

技術 

１ものづくりの視点と進

め方 

２ ①製品の工夫と技術の進

歩 

②ものづくりの進め方 

 

・技術が人間の生活を向

上させ，我が国における

産業の継承と発展に影響

を与えていることに気付

き，技術が果たしている

役割について関心を示し

ている。 

・省資源や使用者の安全

などに配慮して設計・製

作しようとしている。 

・新しい発想を生み出し

活用しようとしている。 

・製作品の使用目的や使

用条件を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから材料，使いや

すさ及び丈夫さなどを比

較・検討した上で，製作

品やその構成部品の適切

な形状と寸法などを決定

している。 

  

A(1)イ 

A(2)ア 

11 ２設計 ３ 

①使用の目的と製作品の

決定 

②機能の検討 

③構造の工夫 

④使用する材料の選択 

⑤加工方法の検討 

⑥接合方法の検討 

⑦仕上げ方法の検討 

⑧製図 

 

・省資源や使用者の安全

などに配慮して設計・製

作しようとしている。 

・新しい発想を生み出し

活用しようとしている。 

 

・製作品の使用目的や使

用条件を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから材料，使いや

すさ及び丈夫さなどを比

較・検討した上で，製作

品やその構成部品の適切

な形状と寸法などを決定

している。 

・製作品の使用目的や使

用条件を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから材料，使いや

すさ及び丈夫さなどを比

較・検討した上で，製作

品やその構成部品の適切

な形状と寸法などを決定

している。 

・製作品の構想を等角図，

キャビネット図及び第三

角法などでかき表すこと

ができる。 

・木材などの特徴と利用

方法についての知識を身

に付けている。 

・材料に適した切断，切

削などの方法についての

知識を身に付けている。 

・製作における製作図の

必要性についての知識を

身に付けている。 

・等角図，キャビネット

図及び第三角法などの見

方やかき方についての知

識を身に付けている。 

 

A(2)アイ 

A(3)アイウ 



12 

 

１ 

 

２ 

 

３木材による製作 １０ 

①部品表と工程表 

②けがき 

③切断 

④切削 

⑤穴あけ 

⑥部品の検査と修正 

⑦組立て 

⑧表面と角の仕上げ 

 

・省資源や使用者の安全

などに配慮して設計・製

作しようとしている。 

・新しい発想を生み出し

活用しようとしている。 

・製作品の使用目的や使

用条件を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから材料，使いや

すさ及び丈夫さなどを比

較・検討した上で，製作

品やその構成部品の適切

な形状と寸法などを決定

している。 

・製作品の使用目的や使

用条件を明確にし，社会

的，環境的及び経済的側

面などから材料，使いや

すさ及び丈夫さなどを比

較・検討した上で，製作

品やその構成部品の適切

な形状と寸法などを決定

している。  

・切断，切削などに必要

な工具や機器を正しい使

用方法に基づいて適切に

操作することができる。 

・製作図を基にして，材

料取り，部品加工，組立

て・接合，仕上げができ

る。 

 

 

A(3)ウ 

３ 

 

４材料と加工に関する技

術の評価・活用 
１ 

①社会・環境とのかかわ

り 

②材料と加工に関する技

術とわたしたち 

・材料と加工に関する技

術の課題を進んで見付

け，社会的，環境的及び

経済的側面などから比

較・検討しようとすると

ともに，適切な解決策を

示そうとしている。 

・材料と加工に関する技

術の課題を明確にし，社

会的，環境的及び経済的

側面などから比較・検討

するとともに，適切な解

決策を見いだしている。 

 ・材料と加工に関する技

術が社会や環境に果たし

ている役割と影響につい

て理解している。  

  ３１       

 


